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論文内容要旨
嚢的:現在,歯科
エネルギー吸収が
良好な成績が得ら
察した基礎的な研
れる線雄性反応,
に置換していく反
た際の根尖歯周組
 て検討を行ったものである。
方法:実験には,
(iomg/kg)の後,上
充填を施した。上
根尖を露出させ
ンドバー(コント
先端径は400μmで
た。レーザー照射
トをと殺し,4%パ
ラフィン連続切片
抗コラーゲンタイ
 用い,ABCkitとDABを用いて発色した。
結果:艮E染色した
が出現が少なく,
コラーゲンタオプ
それに対して抗コ
後3日目と,コン
後(錘,2i,28疑後)は両群の間に明確な差は観察され
考察:Er:YAGレー
して,創傷治癒に
られる。従って
 治癒においても有益である。
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歯科臨床に応用さ
吸収が高いため硬緯
得られたとの報告が
 研究は行われてない。
申請者の根本充康君
反応が重要と推濁
化学的染色法を用い
雄性Wistar系ラッ
歯とした。歯根端
(コントロール群)
織切削に用いられ
した先端角度100度
3,5,7,!4,2i,28揖
色および免疫染色
イプ璽ならびに抗
果,H毛染色した切
ザー照射群の方が
られるものの,レー
ラーゲンタイプ王
して,4)抗コラーゲ
ロール群の術後7臼
嬰確な発現が認め
根端切除後の治癒過
 り,今後の歯科領域へのレーザー応硝
以上示した通り,根
に観察され,術後の
ることは硬組織切断
 委員会は本論文を博士(歯学)の学位
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